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デイリージーザスニュース #006 
イエスの宣教準備の30年 

イエスの誕生と成熟への成長 

 
 

イエスの誕生は祈りの中で準備された 

ルカ1.5-10 
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-= 

 
	

5 ユダヤの王ヘロデの時代に、アビヤの組の祭司ザカリヤという人がいました。彼の妻も
アロンの子孫で、名をエリサベツといった。 6 二人とも神の前に正しい人で、主の戒めと定めを
ことごとく守り行っていました。 7 しかし、エリサベツは子を宿すことができず、二人とも高齢
であったため、二人には子供がありませんでした。 

 
8 ザカリヤが神の前で祭司として奉仕していたとき、彼の組が任務に就いていたとき、 9 

祭司職の慣例に従って、くじによって彼は主の神殿に入り、香をたくことになっていました。 10
香をたく時間になっても、外の群衆は皆祈りを続けておられました。 

	

=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-= 
 

注: 私たちは「混合テキスト」の原典福音書を次のように上付き文字で識別します: マタイ = MT 、マーク = M 

、ルーク = L 、ジョン = J 、使徒行伝 = A。この」上付きID 」は引用文の冒頭に挿入され、別の上付き文字が
現れるまでその聖書の書を識別します。さらに、 赤い斜体はイエスの言葉を示します。    
 

 コンテキストダイジェスト 

位置 エルサレムの神殿 

時間 イエス誕生の15か月前 

の生涯の段階 第二段階：宣教の準備の30年間 
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第2章 の受肉のために準備された信仰、祈り、預言 

セクション #006 イエスの誕生は祈りの中で準備された 

 

イエスは、その生涯のあらゆる面において、唯一無二であり、畏敬の念を抱かせる存在です。ヨ
ハネは、イエスが歴史上唯一、宇宙の創造より永遠に先立って神として存在していた人物である
ことを示し、イエスの唯一無二さを私たちに紹介しました (DJN #001)。イエスは宇宙を創造した
唯一の人物です。イエスは、旧約聖書の預言者や王の前に、受肉前の姿で現れた唯一の人物です
。神として存在していたイエスのような人物は他にはいません。 

の生涯の第2段階では イエスの誕生と幼少期もまた、歴史上類を見ないものでした。イエスの生
涯のこの時期について書いたルカとマタイは、繰り返しこの点を指摘しています。 

イエスの誕生に至る出来事はすべて祈りから始まりました。ヨハネは永遠の昔、三位一体の交わ
りの中で福音書を書き始めました。ルカは地上での祈祷会での交わりの中で物語を書き始めまし
た。4人の福音書記者の中で、ルカはイエスの生涯における祈りの役割に最も注意を払いました。
イエスは永遠の大祭司であったため、祈りの務めに身を捧げました。ルカは、祈りがイエスの生
涯の準備に不可欠であったこと、そして祈りがイエスの生涯と務めの隠れた力となったことを示
しています。 

ルカの要点: 私たちの永遠の大祭司および執り成し主としてのイエスの奉仕は、祈りによって準備
された人生から始まりました。 

イエスの地上での生涯の物語 それは、日々の生活様式として熱心に祈りを捧げる人々の祈りの集
会から始まりました。 「ザカリヤが神の前で祭司として奉仕していたとき、...集まった崇拝者た
ちは皆、外で祈っていました。」...そしてガブリエルはザカリヤに言いました。 」恐れることは
ない、ザカリヤよ。あなたの祈りは聞き届けられた。」（1.12） 

神のすべての働きは祈りを通して準備され、達成されます。すべてのことにおいて、イエスは生
まれる前からこの原則の最大の模範でした。イエスの生涯を通して、私たちは祈りに関するイエ
スの模範、教え、約束、命令から多くを学ぶでしょう。祈りは、イエスの霊と言葉を通して人々
に与えられた三位一体の交わりであり、イエスが私たちに残してくれた遺産です。 

応用： 

ザカリアとエリザベスは、子どもを産めないという、人生における痛ましい危機に悩まされ、熱
烈に祈りを捧げました。 
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神は、私たちの試練、苦しみ、悲しみ、痛み、喪失を利用して、私たちを神の御前に深く導きま
す。私たちには神以外には行くところがありません。神を最も深い親密さで体験することは、人
生における最大の祝福です。これはあなた自身の経験ではありませんか? 

あなたは試練や悲しみによって神に導かれたことがありますでしょうか？  

これが、神が私たちの人生に苦痛を溢れさせる目的です。神のもとに行き、神の御前に隠れてく
ださい。 

ザカリヤとエリザベスは、個人的にも神殿での礼拝でも、一日の決まった時間に祈るという規律
を守っていました。  

毎日祈る時間を確保するというあなたの規律はいかがですか? これは今年取り組む必要があるこ
とですか? それを実現するために、具体的にどのようなステップを踏みますか? 

福音書の中でイエスを毎日見ることは、私たちを他に類を見ない祈りの生活へと導きます。イエ
スは、私たちが祈りと呼ぶ三位一体の愛の交わりにおいて、私たちの模範であり、支援者であり
、教師であり、支え手です。 


